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近藤知子（杏林大学） 

 JOS第 24巻 3号は「作業科学の幅を見出す」をテーマをとし，10編の論文が掲載れてい

る．ゲスト編集者として巻頭言を記している Forwellはカナダの作業科学者であるが，「科

学」という言葉を，複数の英辞典の記述を通して説明し，これらの辞書の語句に「実践活動」

や「日常生活」という言葉が使われていることに触れ，作業の科学の妥当性と重要性について

強調する． 

 本号で扱われる 10編の論文は，ある作業の歴史，作業と他領域の理論との関係，一人の哲

学者と作業科学との関係，脳科学，テクノロジー，高齢者の大規模調査，移行を取り巻く家族

の経験，刺青を入れることの経験，求職活動の経験など，多岐にわたる． 

 第 1 編目は Wrisdale らによる論文で，「水や下水道の使用」という作業について南アアフ

リカの水の使用に関する文献研究と 2012 年に南アフリカで実施した質的研究から明らかにし

ようとする．研究から，水の使用と作業に影響を与えるものには，環境，政策，社会—経済，

態度要因があることが明らかになり，水の使用が作業的権利の一部であると考えるべきである

ことを論じる． 

 第 2編目は Anger によるもので，作業的公正という概念に心理学のエンパワメント理論を

もちいることを勧める論文である．著者は，コミュニティ心理学のエンパワメント理論につい

て記し，これを自身の臨床（アメリカ）で適用し成功した例を紹介する．そして，作業科学に

とってのエンパワメント理論の有用性を支持する． 

 第 3編目は Jansson らによるもので， アメリカに亡命したドイツのユダヤ人哲学者であ

り，Hannah Adrendt (1906–1975)が「人間の条件 (The Human Condition)」という著書で

伝えるこが，作業のより深い理解につながり，作業科学を支援することを記す．Arendtは人

間の作業は常に調整されているとし，最近の作業科学文献で取り上げられている人間作業の領

域の公共的側面も強調する．作業科学は衰退という側面も含め，人間作業のすべての側面を含

む必要があり，「人間の条件」がこれに貢献できるだろうという考えが述べられる． 

 第 4編目では Williamsは，作業科学において依然として研究途上の概念である感覚処理と

作業の関係について述べる．本論では，神経認知理論が，個別にそして全体的な人間−環境の

トランザクションおける相互作用の構成要素として，作業の意味づけ，作業の従事，社会参

加，そして適応などの概念を探索するために作業科学で利用できるかもしれないとする． 



 第 5編目は Fischl らが，日々の生活におけるデジタルテクノロジーの普及の中で，高齢者

の日常生活上のデジタルテクノロジーを使った作業に従事の方法や，おかれた状況についてス

ェーデン北部に住む 10人の高齢者のナラティブ分析を行っている．ストーリーを通し，高齢

者は自分のアイデンティティと折り合いをつけながらデジタルテクノロジーの中で日常生活に

参加していることが，作業のレンズを通し理解できたことが提示される． 

 第 6編目では，Lood が北スウェーデン地区のナーシングホーム居住者 4451名の作業参加

の状態を，症状，居住者の特製，ナーシングホームの特製，ナーシングホームの影響から調べ

た調査である．ここでは居住者の社会的作業参加は平均 5.8回であること，認知障害の症状が

少ないこと，女性であること，短入所期間が短いこと，認知症専門ケアユニット生活などが影

響していることがあきらかになった．また，作業機会の提供のためにはさらなる研究が必要で

あることが提示されている． 

 第 7編目は，Chapdelaine らによる現象学的アプローチを用いた研究で，高校に入るとい

うトランジション（移行）を経験する子供を持つ親がどのような経験をするかを作業の視点で

深く理解することを目的とし，カナダのバンクーバーとその周辺地域の公立高等学校の初年に

子供がいる 5人の母親からデータを収集したものである．この結果，母親の経験には，冒険，

作業的欲求の誘導，コミュニケーションの再設計，共同的移行の 4つのテーマが認められたと

している． 

 第 8編目は，Kay らによるもので，刺青をいれることの個人的経験について 6人の対象者

に対するインタビューを質的現象学的アプローチで理解しようとしたものである．テーマには

個人ニーズにあうための調整，肯定的な感情の生成，ボディーイメージの改善，他者関係の改

善を含む８つのテーマが確認された．これらのテーマを著者らは，Wilcock（2006）のするこ

と，あること，なること，属することのフレームで検討し，刺青を経験の側面と，作業の理論

概念とをつなげる形で刺青という作業の理解を深めている． 

 第 9編目は Bruyn によるもので，イギリスの研究者によるものでイギリスで仕事探しとい

う作業をしたことがある人を対象とし，解釈学的現象学的分析を用いた論文である．一人の参

加者に 3回の面接が行われ個別，相互の分析が行われたところ（1）自己とアイデンティティ

の理解，（2）関係の理解，（3）求職活動を旅という 3つのテーマが見出され，求職活動が

形態，機能，意味が人や作業，環境に関係する内的要因や外的要因の影響を受ける豊かな人間

の作業であると結論づける． 

https://www-tandfonline-com.ezproxy.kyorin-u.ac.jp/author/Fischl%2C+Caroline


 最後の論文は，Peter らによるもので，作業科学や作業科学研究者への提言のために，ヘル

スリサーチの影響力を理解するために使われてきた方法とリサーチインパクトの定義や測定に

ついて行った文献レビューである．論文執筆者は方法の選択にあたっては評価の目的を熟考す

べきこと，研究者はプロジェクトが終わる前にリアルタイムでその影響力についてのデータを

集めるべきこと，リサーチインパクトを検討することは研究の質を高め資金を増し領域を進歩

させること，大きな影響力を確保するためには政策立案者と潜在的な利用者に関与することを

考えなければならないこと示唆している． 

 10編の論文の著者は，スウェーデン（3編），南アフリカ（2編），米国（2編），カナダ

（2編），イギリス（1編）であるが，研究者が国を跨いで共同している論文も複数見られ

た．残念ながらアジア圏から執筆された論文は見られなかったが，作業科学の発展を目指して

それぞれが異なる対象，方法論，視点から作業を捉えており，作業科学の範疇の広さを再確認

できる論文が掲載されている． 
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